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2021 年 4 月 10 日 

ＳＤ復興の２０２１年度に 
～ パーティー開催の指針を定めました ～

会長 沖吉 和祐

昨年来のコロナ禍の影響で、本年度初めのＳ協会員数が大幅に減少する厳しい事態に
なりました。本年度は、感染防止対策を徹底した活動を通じてＳＤ復興の年にすること
が大切です。

緊急事態宣言が解除され、ワクチンの接種が始まることを踏まえ、コロナ禍の下での
パーティー開催に当たっての指針を定めました。感染力の強い変異株の懸念もあり、新
型コロナウイルスの感染拡大に十分ご留意いただき、会員の共通理解を得て「指針」を
参考に、ご計画いただきますようお願いします。

*************************************************************************

パーティー開催にあたっての指針 
＜技術委員会＞

*************************************************************************

開催に当たっての条件

1 限定された参加者が比較的短時間踊る例会とは異なり、様々な地域から集まった多数

の参加者が長時間踊るパーティーは感染リスクが格段に増加します。パーティーの開

催を検討するに当たっては、そのことを十分に認識し可否を判断してください。

2 開催については会員の意向を尊重し、with コロナにおいてパーティーを開催する意義

や目的をクラブ内で十分に話し合ってください。

3 パーティーを開催する場合は、次の条件が全て満たされていることが前提となります。

活動拠点やパーティー開催地の感染状況を見極めた上で慎重に判断してください。

(1) 国や自治体から出された緊急事態宣言、まん延防止等重点措置の対象地域になって

いない。

(2)国や活動地域の感染状況レベルが、ステージ３ （新規感染者 15 人以上/10 万人/週、

感染経路不明割合 50%以上)以上に該当していない。

(3)予定される参加者の居住地域が、ステージ３以上の感染状況レベルに該当していない。

(4)手つなぎ禁止等の規制がなく、所定の感染予防策を実施できる会場を確保できる。

(5)会員が withコロナでのパーティー開催に合意している。

4 万全の感染予防策を講じ、感染リスクが高い宿泊や親睦会が伴うパーティー企画は自

粛してください。 やむを得ず宿泊が伴う場合は、完全個室 又は 家族以外の相部屋禁

止とし、共同浴場の利用は控え、客室のバスルームを利用するようにしてください。 食

事は、弁当等を個室 又は 各部屋でとっていただきましょう。

5 万が一、パーティー終了後に参加者から感染者が発生した場合は、関係機関の指示に従

って適切に対応してください。 感染防止対策に不備があった場合は、主催者が責任を問

われる可能性があります。

準備段階での留意点

1 密集状態にならない十分な広さで、天井が高く、強制換気設備を備えた会場を使用し

てください。 パーティーの参加人数は、会場の定員の半分程度が目安となります。
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2 更衣室や食事会場は、密集状態にならない十分な広さで強制換気が可能な部屋を用

意してください。 確保が難しければ、コスチュームを着用しない平服でのパーティー

や昼食を必要としない半日のパーティーを検討願います。

3 密集状態でない適正な参加人数になるよう、参加申し込みは事前予約を原則としてく

ださい。

4 受付場所が密とならないよう、参加費の事前振込を勧めます。 体調不良によりキャンセ

ルされた場合は、全額返金してください。

5 宣伝チラシ等に “感染予防に関する案内” を記載してください。

(1) 発熱や風邪の症状があるなど、体調が思わしくない方は参加を見合わせていただく。

(2) ダンス中はマスク着用と 1チップ毎の手指消毒が義務付けられる。

(3) スナックコーナーの設置は見合わせ、食事や飲料水は各自で持参いただく。

(4) 主催者の感染防止対策を了承した方のみ参加していただく。

当日の運営についての留意点

1 感染防止に留意したプログラムを実施してください。

(1) スクエアダンスは１チップ 10分程度とする。

(2) ラウンドダンスは 1回で 2曲以内とする。

(3) カントリー・ラインダンスもプログラムに取り入れてみる。

(4) 手指消毒や換気ができるよう、チップ間のブレイクタイムを長めにとる。

2 参加者名簿を必ず作成し、万が一感染者が出たときに備えてください。

3 手指消毒ができるよう、ダンス会場内や入り口に消毒液を複数設置してください。

消毒時に密集しないよう、20 人当たり 1箇所が目安です。

4 受付に非接触型体温計等を備え、参加者の体温チェックをしてください。

5 コーラーから２ｍ以上離れてセットを作るような会場設営をしてください。

6 休憩用の椅子は、フィジカルディスタンスを考慮して １ⅿ 程度離して並べてください。

7 コーラー、キュアー、インストラクターもマスクを着用し、自分専用のマイクを使用して

いただきます。 マイクケーブルを共有する場合は、使用者が変わるたびに消毒をし

てください。

8 ダンス中のマスク着用と 1チップ毎の手指消毒を徹底してください。

9 ダンス中、興に乗って大声を出さないようお願いしてください。

10 休憩中は、大きな声でお喋りしないようお願いしてください。

11 ダンス会場や休憩室等が閉鎖された密閉空間とならないよう、定期的に窓や入口ドア

を開放し、換気を徹底してください。サーキュレ－ターの設置も有効です。

12 スナックコーナーの設置は見合わせてください。

13 昼食等を供給する場合は弁当のみとし、食事会場はスクール形式に設営してください。

食事中はフィジカルディスタンスに留意し、おしゃべりは控えていただくようお願いし

てください。

14 パーティー終了後の懇親会の開催は見合わせてください。 参加者にも、場所を変え

ての飲食を自粛するよう、強くお願いしてください。

15 後日、参加クラブの代表者にお礼を述べる際、参加者の健康状態を確認してください。

以 上 


